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学長
1983年一橋大学法学部国際関係課程
卒業。90年同大学大学院社会学研究
科地域社会研究専攻博士後期課程単
位修得退学。専門はアメリカ史、米
比関係史。神戸大学助教授、一橋大
学教授、社会学研究科長、副学長な
どを経て2020年より現職。

　一橋大学の歴史は1875（明治8）年、後の初代文部大
臣である森有礼が渋沢栄一らの協力のもと創設した、私設
の商法講習所にまで遡ります。その後、150年近くに及
ぶ歴史の中でCaptains of Industry（1）、すなわち国際
的に通用する産業界のリーダーたり得る人材の育成に取り
組んできました。
　2019年には「我が国の人文社会科学分野において教育
研究の卓越性を誇る大学」として、全国で７校目となる

「指定国立大学法人」に指定。そして、ポストコロナ時代
を迎え、グローバル化とデジタル化による変革が急速に進
む中、2023年には「ソーシャル・データサイエンス学部
／研究科（大学院修士課程）（2）」を設置するなど、社会科
学のわが国屈指の総合大学として、今日もなお先導的な大
学改革に挑んでいます。

文
理
共
創
に
よ
る
新
し
い
社
会
科
学
の
創
造
な
ど

激
動
す
る
現
代
社
会
の
課
題
解
決
に
挑
む

世
界
最
高
水
準
の
教
育
研
究
拠
点
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文
系
・
理
系
の
枠
組
み
を
超
え
、

Ｄ
Ｘ
時
代
を
牽
引
す
る
新
学
部
・
研
究
科

　

一
橋
大
学
は
社
会
科
学
系
で
唯
一
の
指

定
国
立
大
学
法
人
と
し
て
、
日
本
の
社
会

科
学
の
改
革
を
牽
引
す
る
拠
点
の
形
成
に

向
け
文
理
共
創
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
、
今
年
４
月
に
第
１
期
生
が
入
学

し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

学
部
／
研
究
科
の
設
置
で
す
。

　

高
度
化
・
複
雑
化
が
進
む
現
代
で
は
、

社
会
の
多
様
な
課
題
を
従
来
の
社
会
科
学

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
解
決
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新

学
部
で
は
一
橋
大
学
の
強
み
で
あ
る
社
会

科
学
と
、
数
理
・
統
計
教
育
に
基
づ
く

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎
知
識
を
学
部

発
展
科
目
や
演
習
で
融
合
。
大
規
模
な

デ
ー
タ
を
統
計
学
や
機
械
学
習
、
人
工
知

能
の
技
術
な
ど
を
駆
使
し
て
分
析
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
社
会
経
済
課
題
に
対
す
る

解
決
策
を
提
案
・
実
践
で
き
る
先
導
者
を

育
成
し
ま
す
。

　

卒
業
後
は
、
情
報
技
術
を
駆
使
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
企
業
に
お
い
て
デ
ー
タ
分
析
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
す
る
プ
ロ
ダ
ク
ト

「
情
報
（
デ
ー
タ
）」
と
「
デ
ザ
イ
ン
」
で

連
結
で
き
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
デ
ザ
イ
ン

経
営
者
を
育
成
し
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

人
材
」
を
輩
出
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

サ
イ
エ
ン
ス
と
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
融
合
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
す
る
点
に
独
自

性
が
あ
り
、
Ｕ
Ｘ
（User Experience

）

デ
ザ
イ
ン
系
科
目
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ

ル
・
デ
ザ
イ
ン
系
科
目
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
／
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
系

科
目
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
数

理
・
統
計
系
科
目
、
知
的
財
産
法
や
メ

デ
ィ
ア
学
等
の
他
学
部
の
専
門
科
目
の
ほ

か
、
芸
術
系
大
学
や
民
間
企
業
と
連
携
し

た
講
義
等
の
提
供
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

デ
ザ
イ
ン
で
先
進
的
な
海
外
の
大
学
へ
の

留
学
の
機
会
の
提
供
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
レ
ベ
ル
で
通
用
す
る
人
材
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｄ
Ｐ
は
、
２
年
生
を
対
象
と
す
る
30

名
程
度
の
選
抜
制
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
り
、
２
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の
３
か

年
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
商
学
部
以
外
の
学

生
も
受
け
入
れ
る
学
部
横
断
型
な
構
造
で
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
者
に
は
サ
ー
テ
ィ
フ
ィ

ケ
ー
ト
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
、
ま
た
、
政
策
機
関
や
金
融
機
関

な
ど
で
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
を
グ
ル
ー
プ

で
推
進
す
る
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
分
野
横
断
的
な
学
術
研
究
者
、
あ
る
い

は
独
立
起
業
家
の
輩
出
な
ど
、
従
来
の
文

系
・
理
系
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
た
新
し

い
分
野
の
創
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
学
生

の
入
学
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

少
数
精
鋭
の
実
学
教
育
な
ど

先
進
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

　

一
橋
大
学
は
少
数
精
鋭
の
実
学
教
育
に

よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
課
題
解
決
に

資
す
る
人
材
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し

て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

学
部
で
展
開
し
て
い
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
」
が
あ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
領
域
、
社
会
課
題
領
域
、
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
の
３
領
域
に
つ
い
て
、
体
系

的
な
知
識
を
修
得
さ
せ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
３
年
次
必
修
の
Ｐ

Ｂ
Ｌ
演
習
（Project-Based Learning

）

で
は
、
企
業
や
政
策
機
関
等
で
実
際
に
行

わ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
分
析
に
関
わ
り
、
社

会
科
学
の
知
識
を
用
い
て
、
分
析
結
果
か

ら
の
含
意
の
抽
出
と
現
実
社
会
で
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
学
生
は
社
会
科
学
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
知
識
を
融
合
す
る
経
験
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
商
学
部
に
設
置
し
た
「
デ
ー

タ
・
デ
ザ
イ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｄ
Ｄ

Ｐ
）」
の
目
的
は
、
技
術
と
ビ
ジ
ネ
ス
を

（1） Captains of Industry
　Captains of Industryという語は、19世紀イギ
リスの歴史家・思想家トーマス・カーライルが
著した『Past and Present』（邦題『過去と現在』）
の第４編にある。カーライルは当時のイギリス
における拝金主義を批判し、Captains of Industry
とは「混沌、困窮、諸悪に対して戦い、人類を
導く真の勇者」であるとしている。

（2） ソーシャル・データサイエンス
学部／研究科（大学院修士課程）

　2023年４月、社会科学の視点からデータサイ
エンス領域の新たな教育研究分野を確立するた
め、日本初となる「ソーシャル・データサイエ
ンス学部／研究科」を開設。「ビッグデータの
時代」において、現代社会における新たな課題
を解決できる人材を育成する。
■学部
　入学定員 60名　収容定員 240名
■研究科
　修士課程入学定員 21名　収容定員 42名
※博士後期課程は2025年４月設置を構想中

（3） グローバル教育ポートフォリオ
　一橋大学では多様なプログラムにより、意欲
と能力のある学部生全員に対して、高い質を担
保した海外留学、海外調査、語学研修等の機会
を提供している。卒業要件としては、下記のグ
ローバル教育ポートフォリオを定めている。
ａ）初年次英語スキル教育（全学生必修科目）
ｂ）短期語学留学
ｃ） 語学集中研修（大学の一部費用負担により

国内で提供）
ｄ）短期海外留学（サマースクール）
ｅ）長期海外留学
ｆ）海外インターンシップ
ｇ）ゼミを中心とした海外調査・インターゼミ等

多
彩
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

伝
統
の
ゼ
ミ
と
優
れ
た
就
職
実
績

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
世
界
で
活
躍
す

る
に
は
、
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
人
々
と

接
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
橋
大
学
で

は
、
海
外
の
大
学
の
学
年
暦
に
対
応
す
る

た
め
４
学
期
制
を
導
入
し
、
国
際
流
動
性

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
協
定
校
に
留

学
す
る
「
一
橋
大
学
海
外
派
遣
留
学
制

度
」
や
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
な
ど
世
界
有

数
の
ト
ッ
プ
校
へ
留
学
す
る
「
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
海
外
留
学
制
度
」
な
ど
、

充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
学
部
生
全

員
の
卒
業
要
件
で
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
  （3）

」
に
含
ま
れ
質
の

高
い
教
育
機
会
を
保
証
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
面
で
も
、
一
橋
大
学
の

学
生
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
核
と
す
る
少

数
精
鋭
教
育
で
鍛
え
ら
れ
て
お
り
、

就
職
率
で
も
19
年
度
の
97
・
３
％
、

20
年
度
96
・９
％
、
21
年
度
95
・８
％
、

22
年
度
96
・
３
％
と
高
い
水
準
を
保
っ

て
い
ま
す
。
就
職
先
も
大
企
業
や
優

良
企
業
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

就
職
活
動
に
お
い
て
重
要
な
位
置

を
占
め
る
企
業
の
説
明
会
や
セ
ミ

ナ
ー
は
、
22
年
度
に
学
内
で
開
催
さ

れ
た
企
業
・
官
庁
の
説
明
会
や
一
橋

生
限
定
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
を
含
め
延
べ
約
５
８
０
社
・
団
体

が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
企

業
・
団
体
の
一
橋
生
に
対
す
る
評
価

は
大
変
高
い
の
で
、
将
来
の
選
択
肢

が
広
く
持
て
る
こ
と
も
大
き
な
魅
力
で
す
。

　

学
生
に
対
し
て
は
、
企
業
な
ど
で
勤
務

経
験
の
あ
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

１
対
１
で
相
談
に
応
じ
て
お
り
、
今
後
の

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
を
一
緒
に
考
え
、
志
望

業
界
や
企
業
の
選
び
方
、
面
接
な
ど
の
選

考
試
験
対
策
や
複
数
内
定
獲
得
時
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
き
め
細
か
い
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

産
学
官
連
携
を
重
視
し

行
政
へ
の
政
策
提
言
も

　

一
橋
大
学
は
社
会
の
課
題
に
的
確
に
応

え
る
た
め
、
産
学
官
連
携
を
重
要
な
使
命

の
一
つ
に
位
置
づ
け
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
を
目
指
す
と
と
も
に
、
連
携
を
通
じ

た
研
究
教
育
活
動
の
基
盤
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。
２
０
１
６
年
に
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
た
産
業
技
術
総
合
研
究
所
と
の

連
携
で
は
「
文
理
共
創
」
を
通
じ
た
共
同

研
究
や
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

特
別
講
義
な
ど
を
通
じ
て
人
材
の
相
互
交

流
が
実
現
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
や
三
菱

地
所
な
ど
と
も
産
学
連
携
に
よ
る
共
同
研

究
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
１
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

四
大
学
連
合
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
・
東

京
外
国
語
大
学
・
東
京
工
業
大
学
・
一
橋

大
学
）
に
よ
る
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
で
は
学
際
的
、
複
合
的

な
観
点
で
議
論
し
、
新
た
な
研
究
テ
ー
マ

を
創
発
す
る
こ
と
を
目
指
す
異
分
野
融
合

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
国
際
情

勢
か
ら
Ａ
Ｉ
や
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
ま
で
多
彩
な
ジ
ャ
ン

ル
に
つ
い
て
異
分
野
の
研
究
者
の
知
識
や

発
想
、
多
様
な
視
点
で
多
角
的
な
議
論
を

行
う
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
文
理
融
合
研
究

が
生
ま
れ
る
土
壌
の
醸
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

国
や
自
治
体
へ
の
政
策
提
言
と
し
て
は
、

社
会
科
学
高
等
研
究
院
地
域
・
中
小
企
業

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ
Ｉ
Ａ
Ｓ 

Ｓ
Ｍ
Ｅ
）

が
、
経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
と
の
連

携
・
協
力
協
定
に
基
づ
き
、
政
府
統
計
の

個
票
デ
ー
タ
（
二
次
利
用
）
や
中
小
企
業

白
書
等
で
分
析
し
て
い
る
各
種
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
回
答
デ
ー
タ
等
を
用
い
て
、
共

同
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
経
済
や

地
域
振
興
を
考
慮
し
つ
つ
、
中
小
企
業
に

関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
駆
使

し
て
高
度
な
実
証
研
究
を
行
い
、
成
果
を

公
開
・
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
域
振
興
政

策
を
含
む
中
小
企
業
政
策
の
評
価
と
設
計

に
貢
献
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

充
実
し
た
経
済
支
援
制
度

入
試
で
は
多
彩
な
学
生
を
選
抜

　

一
橋
大
学
で
は
学
生
の
家
計
や
留
学
を

支
援
す
る
奨
学
金
制
度
が
充
実
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
多
く
が
同
窓
会
で
あ
る
如
水

会
、
卒
業
生
や
家
族
、
団
体
か
ら
の
寄
附

金
が
原
資
で
、
校
友
か
ら
の
支
援
が
手
厚

一橋大学　

い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
経
済
的
な
理
由
で

修
学
が
困
難
な
学
生
に
向
け
た
「
一
橋
大

学
修
学
支
援
事
業
基
金
」
も
寄
附
金
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
以
降
の
入
学
者
選
抜
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
一
般
選
抜
（
前

期
・
後
期
日
程
）
に
加
え
、
多
様
な
学
生

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
学
校

推
薦
型
選
抜
、
外
国
学
校
出
身
者
選
抜
、

私
費
外
国
人
留
学
生
選
抜
に
て
そ
れ
ぞ
れ

学
生
を
募
集
し
ま
す
。
現
高
校
２
年
生
の

代
か
ら
対
象
と
な
る
25
年
度
以
降
の
入
試

で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
、
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
課
す
選
抜
で
は
全

学
部
に
お
い
て
「
情
報
Ⅰ
」
を
課
し
ま
す
。

　
「
国
際
情
勢
も
激
動
し
て
お
り
、
受
験

生
の
皆
さ
ん
は
現
在
、
様
々
な
困
難
や
将

来
に
対
す
る
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
学
び
が
必
ず
や

大
き
な
糧
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
72
年
ぶ
り
の
新
学
部
も
加

わ
り
、
私
た
ち
一
橋
大
学
は
、
皆
さ
ん
を
こ

の
卓
越
し
た
学
術
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
未

来
創
造
の
担
い
手
と
し
て
迎
え
る
日
を
待
っ

て
い
ま
す
」
と
、
中
野
聡
学
長
は
受
験
生

に
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　一橋大学で学びたい方へ

059 卓越する大学 一橋大学 058

附属図書館大閲覧室少人数で行われるゼミナール


